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　Abstract : Using ,6 0r 7 leaf-aged　seedlings　without pruning roots or with pruning

roots to the different extent, the effects of spraying 4% water solution of antitranspirant

[OED (Oxyethylene　docosanol) Green]to the seedlings just before transplanting　and

of irrigation　water depth (0， 5，110，20Cm)ｏｎ the transplanting injury, rooting　ａｎ･d

early growth by the change of carbohydrate content　in　seedlings　after transplanting

were studied. Regardless of the extent of root pruning in seedling, the elongation rate

of leaf on the main stem was accerelated by spraying the antitranpirant solution to the

seedlings just before transplanting or　deep irrigation water up t0　20cm after trans-

planting.　This　result shows that transplanting injury was decreased by the inhibition

of transpiration　due to the lowering of decrease of water content　or　wilting of　leaf

blade, especially in seedlings with severely pruned roots. However, the development of

new roots and tillersin these treated seedlings were depressed, because photosynthesis

might be depressed　concomitantly with　transpiration and carbohydrate content in　top

part resulted　in　decrease　as　compared with that of non-treated seedlings, except the

seedlings with completely pruned roots were promoted the rooting in parallel with the

elongation rate of leaf up t0 10cm deep irrigation water due to the increase of carbo-

hydrate　content in　top　part Consequently, these　results　suggested　that　the carbo-

hydrate contained in top of･ seedling just after transplanting play ａ very important role

for the rooting, as we reported in the previous paper ', and moreover, the decrease of

transplanting injury did not always resulted in the promotion of rooting or early growth

m nee seedlings.　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ト　　　　　　　　　ト

　　緒　　　　言　　　　　　　　　　　゛　　ト　　＼

　一般に水稲苗は移植に伴う断根により，移植後の蒸散量に比して吸水量の低下が大となり，それ

に伴って出葉速度が低下し，さらに断根の著しい場合には葉身が萎凋・枯死して植傷みが生じるも

のと考えられが一呪著者は吸水計を用いて，苗の損傷程度（土付き苗,根洗い苗,剪根苗）に応じ

て蒸散量に比して吸水量の低下が大きく，蒸散量／吸水量比が増大することを実験的に明らかにし
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た（未発表）。従って,移植に伴う植傷みを軽減するためには,葉面からの蒸散を抑制することが

有効であり5），蒸散の抑制効果は苗の断根程度によって異なるものと考えられる。

　苗の葉面からの蒸散を抑制する方法としては,移植時の苗への蒸散抑制剤処理や移植後の本田の

深水管埋か有効と思われる。従来,本田の水管理に関しては水稲成苗の移植後数日間6～1収ｍの水

深に保つことが植傷みを防止して,活着の促進を計る上で必要であるとされているヤ1≒一方，椛

木・田嶋町よ苗の断撰が著しい場合に移植時の苗への蒸散抑制剤（ＯＥＤグリーン）処理が移植後

の苗の水ストレスを緩和し,伸長生長を促進することを報告している。また,星川ら12）は水稲苗の

剪葉貯蔵に関して,剪葉処理と蒸散抑制剤（グリンナー）処理を併用することにより，低温下移植

苗の草丈の伸長が良好となり活着促進に有効であるとしている。しかし,蒸散抑制剤処理や移植後

の深水管理による葉面からの蒸散の抑制は同時に光合成作用を抑制するものと考えられ13-19)この

ことは移植直後の苗体内の炭水化物含有量を低下させて，苗の発根を悪化させ20)活着促進の上か

らはむしろマイナスの効果をもたらす可能性がある。前報2o）において,移植時の苗の葉身あるいは

葉鞘を含む地上部の剪除により，移植直後の苗の蒸散を抑制すると出葉速度の低下は軽減されるが，

葉身め剪除に伴って苗体内の炭水化物含有量の増加程度の減少あるいは低下により苗の発根が劣り，

初期生育も劣ることを明らかにした。この結果は,植傷みの軽減は必ずしも活着および初期生育の

促進を意味しないことを示している。従って植傷み軽減効果の検討に当たっては，同時に活着およ

び初期生育への影響についても検討することが必要であると考えられる。

　本報告では成苗を用い,移植時の苗への蒸散抑制剤［ＯＥＤ（オキシェチレンドコサノール）グリー

ン］の散布処理および移植後の潅漑水深が,苗体内の炭水化物含有量の変化を通して，植傷みと活

着並びに移植後の初期生育に及ぼす影響について，苗の断根程度との関係から検討した。

実験材料および方法

　供試品種として黄金錦を用い,次の2つの実験を行つた。

実験1:苗への蒸散抑制剤散布処理の影響　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　丿

　前報21）と同様の方法で1983年5月21日に1／5000aワグネルポットに播種して育苗した。６月19

日にＯＥＤグリード4％水溶液（ＯＥＤ区）または蒸留水（対照区）を噴霧器で苗全体に葉先からした

たりおちるまで散布し,散布後約3時間後にポットに深く手を差入れて根をできるだけ切らないよ

うに苗を抜き取った。そして，両処理区とも生育の揃った苗（葉齢7.3,草丈37cm,分げつ4本）を

選び,根に付着した土を冰で洗い落として，そのまま（無剪根苗）あるいは根の基部から3, 1, 0cm

（全根剪除）で剪除（以下ではそれぞれ剪根3cm, 1cm, 0cm苗と呼ぶ:）し,元めポットに各区ともポッ

ト当り2株,1株2本植で深さ約２Ｃｍに移植した。そして,移植終了後,化成肥料（!5-15-10)をポッ

ト当り1gずつ追肥し,雨を避けるために上面にのみビニールを張ったパイプハウス内にポットを搬

入した。

　調査は移植後1～5日毎に主茎葉身の伸長速度（葉鞘かちの葉身の抽出速度），草丈，および分げ

つ数について行った。移植後3日目には各区1ポットより植物体を抜取り，新根数と最長新根長およ

び地上部の器官別乾物重（95℃で1時間，65℃で2日以上通風乾燥）yを測定した。また，移植後15

日目には各区２ポットから植物体を抜取り，生育調査後,部位別の乾物重を測定した。乾物材料の

一部については前報22）と同様の方法で窒素（全窒素および非蛋白態窒素）と炭水化物（全糖およ

び澱粉）を分析した。なお,移植後3日目には各区の主茎第6,第7葉身の含水率（対乾物重％）を

測定し，さらに移植後8日目には同じく主茎第6，第7葉身の枯死葉長率（枯死部葉身長／全葉身長

χ100）を測定した○　
●　　　　　　　　。　･Ｉ　　　　　　　。　。･　　・　　･。　　　　・　　　　･･　　Ｉ．　　・　。　・
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実験2:移植後の潅漑水深の影響　犬　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝

へ前轍2o）と伺様の方法でプラスチック製のバットに1983年4月23日に3×２ｃｍの密度に播種七て育

苗した。5月23日に生育の揃った苗（葉齢6.4,草丈30.4cm,分げつ数2本）を選び，無剪根苗（最

長根長22 cm,根数24本）と剪根（全根剪除）苗を設けて，前報2o）と同根に調整七た１／5000aワグ

ネルポットにポット当り4株，1株2本植で約2cmの深さに移植した。そして，移植後直ちに潅漑水

深（以下水深と略す）処理を開始した。水深処理には上面にのみビニづレを張ったパイプハウス内

に設置した100×100×40cmのプラスチック製の水槽を用い,厚さの異なるブロすクを水槽内にし

ずめ，その上にポットを置くことにより，水面からポットの上面までの水深が0, 5, 10, 20cinとな

るように調節した。ﾀﾞ但し，ポットの上面よりポット内の土壌面までは約２ｃｍあり，従って，土壌面

からの実際の水深は約2, 7, 12, 22cmとなった。なお，この水深処理によって水面上に出ている葉

身は，０ｃｍ区：主茎,分げつの全葉身, 5cm区：主茎の第2葉身と第2節分げつめ第1葉身を除く全葉

身, 10cm区：主茎の第6，第7葉身の全てと第2節分げつの第3，第4葉身の約1／2，20cm区：主茎の

第7葉身の1／2～1／3であった。　▽　　　　　　　　　　　　　　＼　　　　　　ニ

　調査は移植（水深処理開始）後8日目に各区とも8個体について主茎の抽出葉身長，新根数と最

長新根長を測定し，さらに地上部乾物重を測定した。そして，地上部の乾物材料について全窒素と

全糖および澱粉を前報20）｡と何様の方法で分析した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　実験結果および考察

　実験卜無剪根苗では移植に伴う葉身の萎凋はみられなかったが,剪根３ｃｍ苗では上位葉身の先端

部が，また剪根１ｃｍ苗とＯｃｍ苗では主に上位葉身が著しく萎凋した。しかし，その程度は対照区にく

らべてＯＥＤ区で軽いことが観察された2≒Table 1には主茎第6，第7葉身の移植後3日目における

Table　1. Effect of spraying 4% water solution of antitranspirant OED Green on

　　　　　　the water content and dead portion of the leaf blade on the main stem

　　　　　　of seedlings ｡　　　　　　　　　　　　　　　　し　　　　　　　　　　　　士

Item
　Strength of

root pruning １）

　6th leaf blade

Control　　OED

Water

Ｃｏｎtｅｎt（％）2）

ご

　
　
　
』
』

247.6

242.7

231.9

228.5

252.1

245.2

230.1

・7th leaf blade
-
Control　　OED
-
260.9　．･276.6

215.2　　２６０．0

168.3　　240.1

77.4　　137.2

Dead portion （％）3）

2
;
　
C
O
　
.
Ｈ
　
ｏ

6
1
０

1
1
６

0.7

0.4

4.3

22.7

44.2

87.0

14.6

５６､３

Note 1) NP: Seedlings without pruning roots, 3cm, 1cm, and 0cm : Seedlings

　゛　　pruned roots at 3cni,Icm, and 0cm from their base, repectively.

　　　　2)Measured at 3 days after transplating （ ％of dry weight basis).

　　　　3)Measured at 8 days after transplanting {% of dead portion to tota! length of leaf blade)

含水率と移植後8日目に調査した枯死葉長率を示した。まず,含水率をみると対照区，０ＥＤ区とも

に剪根程度が強い苗ほど低下したが,伺じ剪根程度の苗で比較すると，いずれもＯＥＤ区が対照区に

くらべて高くなった。そして,０ＥＤ散布効果は第6葉身にくらべて上位の第7葉身で大きく，また第

7葉身では剪根程度の強い苗ほど大きく認められた。一方,第6,第7葉身の枯死葉長率は対照区，０

ＥＤ区ともに剪根程度が強い苗ほど高くなったが,同じ剪根程度の苗で比較すると，いずれもOED
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区が対照区にくらべて低く，とくに第6葉身にくらべて第7葉身で効果が大きく認められた。そして，

第6，第7葉身の移植後3日目め含水率と枯死葉長率との間には有意な負の相関関係がみられた(Fig.

1A)。このように，０ＥＤ散布により移植後の水ストレスが緩和された2)結果，移植直後，すなわ

ち移植後3日間における主茎葉身の伸長速度は，剪根程度が同じ苗ではＯＥＤ区で対照区にくらべて
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Fig. 1 . Correlation between water content of the 6th or 7th leaf blade on the

　　ダ　　　main stem at 3 days after transplanting and percentage of dead portion

　　　　　　to t｡otallength of the leaf blade （Ａ），tｏtal length of leaf blade on the

　　　　　　main stem （Ｂ）･or number of roots (C) emerged in 3 days after trans-

　　　　　　planting.　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　j　　　　　　＼

　　　　　　○ : Control, ●:OED.　　　　　　　　　　　　　　＜

　　　　　　＊，＊＊，＊＊｡* Sig!lificant at 5 ％，1％，and 0.1%, respective!ｙ･



水稲の植傷みに関する研究Ⅶ．（山本） 39

速くなり，植傷みは軽減された2.12)が，とくに剪根Ｏｃｍ苗で最も大きな効果が認められた(Table 2)。

Table　2. Effect of spraying 4 % water solution of anitranspirantOED Green on the some

Strength of L. E. R. 1) Growth of new roots at 3 DAT 2）　Growth t〕erplant at 15 DAT 2）

　　.　　Control　31(100)** 28.8(100) 7.1(100)▽13.4(100) 2.95(100) 0.55(100)

　　NP　　　OED　　　37(119) 24.3 ( 84)　　6.4 ( 90)　12.1 ( 90) 2.74 (･93) 0.52 ( 95)

　　　　　　　Control　　31（100）　27.5(100)　8.3（100）　12.6(100) 2.96(100) 0.52(100)

　3c?　　　　OED 32(103)　22.0 ( 80)　一一7.3･（88）.ｎ.9卜94) 2.53 ( 85)　0.39 ( 75)

　　　　　　　Control　△21（i00）　24.5(100)　7.7(100)　13.1(100)　2.71(100)　0.41(100)

　1cm　　　　OED　　/　24(11･4）・
･2･3.5
( 96)　　　6.8 ( 88)　11.6 ( 89)　2.35 ( 87) 0.38 ( 93)

　　　　　十　Control　　.　6（1010）　25.8(100)　4.8（100）　ｎ.4（100）　2.24(100)　･0.31（100）

　Oc゛　ニ　OED　　　　14(233)　　20.5 ( 79)　4.4 ( 92)　8.1 ( 71)　1.99 ( 89)・　0.29 ( 94)

1) Leaf elongation rate on the main stem in 3 days after transplanting･

2) Days after transplanting･

* Refer to Table １. ** Values in parenthesis show the relative values of OED plot to control plot（＝100）

そして,移植後3日目の主茎第6,第7葉身の含水率と移植後3日間の主茎葉身の抽出長との間にはそ

れぞれr＝0.916＊＊，r＝0.959＊＊＊と非常に高い有意な正の相関関係がみられた(Fig. 1B）。

このＯＥＤ散布による主茎葉身の伸長促進効果は,移植後5～6日目まで認められた。　しかし，移植

後3日目における新根数と最長新根長についてみると，苗の剪根程度にかかわりなく，いずれも対

照区がＯＥＤ区にくらべて優り(Table 2），移植後3日目の第6,第7葉身の含水率と新根数との間

には有意な相関関係はみられなかった(Fig. lC)。その結果,移植後3日間の葉身の伸長速度と発

根数との間には平行関係が認められなかった。また,移植後15日目の分げつ数,地上部および根乾

物重についてみると，対照区,０ＥＤ区ともに剪根程度が強い苗ほど劣る傾向がみられた24）が，いず

れも同じ剪根苗では対照区がＯＥＤ区にくらべて優った(Table 2）。この対照区とＯＥＤ区の地上

部乾物重の差異を主茎と分げつに分けてみると，対照区に対するＯＥＤ区の主茎の乾物重の比率は9

8～106％に対して，分げつ乾物重の比率は81～89％であり，主茎乾物重は対照区と同等またはむ

しろ重くなる傾向がみられたが,分げつ乾物重は10～20％低下した(Table 3）。そして，さらに

分げつ乾物重を節位別にみると，移植時に抽出中の第8葉身と同伸性を示す第5節分げつに対照区と

ＯＥＤ区の差が最も顕著に認められ,両処理区の差は剪根程度が強い苗ほど大きくなる傾向がみられ

た。三原・穐原23）は水稲苗（本葉5枚）をOED ３％および5％乳液に全体を浸して移植すると，対

照無処理苗にくらべて移植直後の葉身の萎凋が軽減され，さらに枯死は全く起こらず，移植後14日

目の乾物重がそれぞれ34％，41％優ったと報告している。本実験ではＯＥＤ処理によりこの三原・

穐原の結果と同様に移植直後の葉身の含水量の低下および萎凋，枯死の軽減効果は認められたが，

移植後初期（15日目卜の乾物重の増加は認められず,異なった。この点については，本実験に供試

した苗が1／5000aワグネルポットの3箇所に2本立で育成した極薄播きの7葉齢の健苗であったこ

とが密接に関係しているものと考えられ,今後さらに苗素質との関係からのＯＥＤ処理効果の検討

も必要であると思われる。

　前報までに移植直後の苗体内め炭水化物含有量は活着の良否を通して初期生育に著しい影響を及

ぼしていることを明らかにした20-22.25)。そこで,移植後3日目における葉身および葉鞘十茎内の成

分含有率をみるとFig. 2のとおりである。両器官とも剪根程度の強い苗ほど窒素含有率が高く，炭

水化物含有率は低くなる傾向がみられ,前報22,25)の結果と一致した。また,両器官とも剪根程度が同
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Table　3. Effect of spraying ･4% water solution ６ｆantitranspirant OED Green･ on the

　　　.　dry weight of main stem and each nodal tiller on the main stem at 15

Main stem

　or tiller

Main stem

2nd nodal

tiller

3nd nodal

tiller

4nd nodal

tiller

5nd nodal

tiller

6nd nodal

tiller

677

715

674

600

-
959

903

824

673

-
705

701

649

538

-
380

406

361

332

-
121

127

　98

　29

C
Ｏ

Ｃ
Ｔ
>

０

０
０

C
X
)

Ｃ
-

716

719

662

624一
一
808 ｡

816

754

657
-
G81

569

566

438
-
391

299

270

244
-
　28

　26

　10

　0.4
-
79

66

106

100

　98

104

-
　84

　90

　91

　98

7
1
9
8

　87

　82
-
103

　74

　75

　73
-
　23

　21

0
1
1

95

74

63

7nd nodal

tiller

8nd nodal

tiller

Total

tiller

f Refer to Table 1
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Fig.･　2 . Effect of spraying 4 % water solution of antitranspirant OED Green to

　　　　　the seedlings just before transplanting ｏｎ･the percentage of nitrogen

　　　　and carbohydrate as dry weight basis in leaf blade （０，●）and leaf

　　　　　Sheath＋Stem（△,▲）ａt 3 days after t皿nsplanting.

　　　　　０，△:Control, ･,▲:OED.

　　　　　＊　Refer to Table　1 ｡　　　　　　　　　　　●‥　　　　　　　　　丿

じ苗では全糖および澱粉含有率は対照区がＯＥＤ区にくらべて高く，全窒素および非蛋白態窒素含有

率は逆にＯＥＤ区が対照区にくらべて高くなった。とくに，葉鞘十茎の澱粉含有率には対照区とOED

区の間に剪根程度にかかわりなく4～5％の差がみられた。これらの結果は, Slatyerら17)がワタで

報告しているようにＯＥＤ散布により,蒸散作用とともに光合成作用も抑制されていることを示して

いるものと推定される。また，蒸散の抑制に伴う葉温の上昇15-18)により，呼吸速度が増大したこと

も一因として考えられよう。 ＯＥＤと同様に葉の表面に薄膜を形成して蒸散を低下させる蒸散抑制

剤では，蒸散と同時に光合成作用も低下することが報告されているが，蒸散と光合成作用の抑制程

度(すなわち蒸散比)は蒸散抑制剤の種類や濃度等によって異なるものと考えられる13-18)。この蒸散

抑制剤による光合成低下の原因は，主として気孔閉鎖に伴う葉肉細胞へのＣ０,の拡散抵抗の増大に

よるもの13-18)と考えられるが,一部はＯＥＤの光合成代謝過程への直接的抑制作用17)も考えられよ

う。そして，移植後3日目の苗地上部の成分含有率と移植後3日目の新根発生数および移植後15日

目の分げつ数,乾物重との関係をみると，いずれも全窒素含有率とは有意な負の，全糖十澱粉含有

率とは全乾物重を除き有意な正の相関関係を示した(Fig. 3)。これらの結果は，移植直後の苗体内の

炭水化物が苗の活着や初期生育に重要な役割を果たしていることを示唆しており，前報20-22, 24,25)で

既に明らかにした結果を追認するものである。

　実験2:実験期間中(8日間)のパイプハウス内の平均最高,最低気温はそれぞれ28.2°C, 17.1℃

であり，平均気温は22.7℃であった。また，水槽の水面下5, 10, 15cinにおける水温にはほとんど差

がみられず，これら3箇所の平均最高,最低水温はそれぞれ29.3℃, 25.1℃であり，平均水温は27.2

℃であった。　　　ト

　移植後,無剪根苗ではいずれの水深下においても葉身の萎凋は観察されなかったが，剪根苗では

水深20cm区を除き，いずれも著しく萎凋した。但し，水深10cm区では0，5cm区にくらべて萎凋の

程度が軽かった。そして，剪根苗においても新根の発生,伸長に伴うて移植後3日目頃から葉身の

萎凋は回復したが,水深0, 5, 10cm区では葉身の一部が枯死し，その程度は移植時の葉身乾物重に
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対してＯＣｍ区29.2%, 5cm区15.2%, 10cm区3.6%と水深が深いほど軽かった。また,剪根苗の水深20

cm区では萎凋に伴う枯死はみられなかったが黄化か著しく19し移植後8日目にお:けヽる黄化葉身乾物

重は移植時の葉身乾物重に対する割合で16.7％であった。
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Fig. 3 . Correlation between percentage of total nitrogen or total sugar ＋

　　　　　　　starchas dry weight basis in top part at 3 days after transplanting

　　　　　　　andnumber of new roots emerged in 3 days （Ａこ），ｎｕmbeｒof tillers

　　　　　　　（Ｂ）Ｏrwhole dry weight （ C ）ａt15 days after transplanting.

　　　　　　　Symbolsare the same as those in Fig. 1 .

　　　　　　　＊，＊＊，＊＊＊Significantat 5 %, 1% and 0.1%, respectively.

　Fig. 4には移植後8日目における生育状況を示した。両苗とも水深が深いほど葉身の伸長速度は

速くなったが,同一の水深下では常に無剪根苗が剪根苗にくらべて速かった(Fig. 4A)。　しかし，

水深が深くなるにつれて両苗の差は小さくなり,無剪根苗に対する剪根苗の比率は水深Ｏｃｍ区では45

％であったのに対して，水深20cm区では79％となったノ深水下で水稲の出葉速度が促進されるこ

とは山田19）および山口25）によって報告されているが,本実験では移植直後の苗であることを考慮

すると，深水によって葉面からの蒸散が抑制されて，水ストレスが緩和され，植傷みが軽減された

ことも一因と考えられ,無剪根区と剪根区の葉身の伸長速度の差は水深の深い区ほど小さくなった
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　次に,発根状態をみると,無剪根苗では浅水区ほど新根の発生,伸長ともに優る傾向がみられたが，

水深0, 5, 10cm区の差は比較的小さぐ冰深20cm区ではこれらの区にくらべて著しく劣った(Fig. 4

B,C)oこれに対して,剪根苗では新根数は水深10cm区で最も多く,以下水深5, 0, 20cm区となり，最長

新根長は水深5, 10, 20cin区間では大差なく，水深Ｏｃｍ区では他区にくらべて劣った。そして，無剪

根苗と剪根苗を比較すると，最長新根長はいずれの水深においても無剪根苗で剪根苗にくらぺて長

くなったが,その差は深水区ほど小さかった。また,新根数については水深0，５ｃｍ区では無剪根苗

が剪根苗にくらべて多くなったものの,水深10, 20cin区では剪根苗が無剪根苗にぐらべて優うた。

深水下で光合成作用の抑制が大きくなると19)根への同化産物の転流量が低下し,無剪根苗では旧

根との養分競合により発根が剪根苗にくらべて劣ったものと推定された。そして，葉身の伸長速度

と新根発生数との間には,無剪根苗では負の相関関係が，また剪根苗では水深10cmまでの範囲では

Fig. 4 . Effect of irrigation water depth on the growth of seedlings at　8　days after

　　　　　　　transplanting.ニ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●.

　　　　　　　｢二ニコ:Seedlingsﾀﾞwithout pruning ｒｏｌｏtｓ，㎜:Seedlings with pruning

　‥　　　roots.

ものと推定された。
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正の相関関係がみられた。

地上部乾物重は無剪根苗では水深Ocm区と５ｅｍ区の差は僅少であったが,水深が浅いほど優る傾向

がみられたのに対して,剪根苗では水深10cm区で最大値を示し,水深Ｏｃｍ区は20cm区にくらべても

劣った(Fig. 4D)〉。そして，無剪根苗と剪根苗とを比較すると移植後の水深が深い区ほど地上部

乾物重の差が小さくなる傾向がみられた。

　Fig. 5には移植後8日目の苗地上部の成分含有率を示した。全窒素含有率は剪根の有無や移植後

の水深にかかわりなく，各区とも3.4～3.7％の範囲にあり，大差は認められなかった。また，全糖

含有率にも剪根の有無および水深による差は比較的小さかった。これに対して,澱粉含有率は無剪

根苗では水深が浅い区ほど明らかに高くなり，また剪根苗では水深10cm区で最大値を示し，水深20

cm区では劣った。そして,無剪根苗と剪根苗との地上部の澱粉含有率は水深0, 5cm区では無剪根苗

で,水深10,20cm区では逆に剪根苗で高くなった。このように,移植直後の苗地上部の澱粉含有率

に著しい差異がみられたのは,第一義的には苗の剪根の有無による葉身の萎凋程度および水深によ

る葉身の水没程度を通しての光合成速度の差異に起因するものと推定される。すなわち，無剪根苗

では移植後葉身の萎凋が認められなかったために,葉身の水没程度の少ない水深が浅い区ほど光合

成作用が盛んで,地上部の生長抑制(Fig. 4A)と相まって苗地上部の澱粉含有率が高くなったも

のと考えられる。冠水下においても水稲の葉身は光合成作用を営むが,非冠水下のものにくらべて

光合成速度は低下することは山田19）によって報告されている。これに対して,剪撰区では水深によ

る葉身の萎凋の緩和程度と，葉身の水没による光合成作用の抑制程度の両者によって苗個体当りの

光合成量が最大となる水深が決まり，本実験では主茎の第6,第7葉身の全てと第2節分げつの第3，

第4葉身が約1／2水面に出た水深10cm区で澱粉含有率が最大となったものと考えられる。そして，

水深Ocmおよび5cm区では葉身の萎凋程度が大きいためにまた水深20cm区では葉身の水没程度が

大きいためにそれぞれ光合成作用の抑制程度が水深10cm区にくらべて大きくなり，澱粉含有率が

劣ったものと推定されたらこれら以外に深水下では苗の剪根の有無に関わりなく伸長生長が促進

され(Fig. 4Å），光合成作用の抑制とともに体内の澱粉が急速に分解され19.26)生長や呼吸基質と

して利用されたことも深水下でので含有率が低下した一因として推定される。　と くに水深10cm

および20cm下では,葉身の伸長速度(Fig. 4A)が優った無剪根区で剪根区にくらべて澱粉含有率

が低くなったものと考えられた。そして,移植後8日目の苗地上部の全糖十澱粉含有率と新根発生

数との間には高い有意な正の相関関係がみられた(Fig. 6)。　　　　　I･･･　　　　。

　従来,本田の水管理に関連して水稲成苗の移植後数日間は6～10cmの水深に保つこと6-11)が,苗の

動揺,腰折れ,植傷みを防ぎ8,9)また寒冷地では低気温から苗を保護しゅ，活着を促進する上で必

要であり，活着期は幼穂分化期～出穂期とともに最も用水が必要である時期とされている｀7）。成

苗の健苗を用いた本実験の結果においても，剪根苗においてlOcm区で移植直後の葉身の萎凋・枯死

が軽減され,発根が最も良好であり，また初期生育が促進された。しかし，無剪根苗のように断根

の程度が小さく，水深Ｏｃｍ区においても葉身の萎凋がぽとんど認められない場合には，深水管理に

より水面下に没する葉身の割合が増大するといたずらに苗の光合成量を低下させ,移植直後の苗体

内の炭水化物の蓄積が少なくなり，さらにそれらの新葉の生長への分配割合を高めるために発根が

劣り，移植後の初期生育も劣るものと推定された。従って,移植後の苗の植傷みを軽減し，活着を

促進して初期生育を旺盛にするための活着期間における深水の効果は苗の断撰程度によって異なり，

これらを考慮した上で水管理を行うことが重要であることが示唆された。　　　　　　　　　　ト

以上に述べたように,移植時の苗への蒸散抑制剤処理や移植後の深水処理によって苗の葉面から

の蒸散を抑制すると，剪根程度め著しい苗においても水ストレスが緩和され,葉身の伸長速度の低
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下や枯死程度が軽くなり，植傷みは軽減された。しかし,蒸散作用とともに光合成作用も抑制され

たものと推定され,移植直後め苗体内の炭水化物含有量が低下し，その結果葉身の伸長と平行した

発根がみられず,初期生育は劣った。これらの結果は,前報2o）の剪葉処理苗の結果と一致した。植

傷みの軽減と平行して発根が促進されたのは,全損剪除苗の水深10Cm区のように蒸散抑制処理に

よってもなおかつ苗体内の炭水化物の蓄積量が増加した場合であった。従って，このような場合に

は葉身の枯死程度や葉の伸長（出葉）速度のみで活着の判定7,12.27-29)はできないと考えられる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　要　　　　約

　移植時の苗への蒸散抑制剤（ＯＥＤグリーン4％水溶液,以下ＯＥＤと略す）散布処理，および移植

後８日間の潅漑水深（0，5，10，20cm,以下水深と略寸）が剪撰程度を異にする水稲成苗の植傷み

と活着，さらには初期生育に及ぼす影響について，とくに苗体内の炭水化物含有量の変化どの関連

において検討した。

　苗へのＯＥＤ散布処理および移植後の深水処理により，苗の葉面からの蒸散を抑制すると，剪根程

度の著しい苗においても水ストレスが緩和され,葉身の伸長速度の低下や枯死程度が軽くなり，植

傷みが軽減されたいこの植傷み軽減効果は,剪根程度の強い苗ほど大きかった。一方，苗の発根は，

剪根程度に関わりなくこれらの蒸散抑制処理により多くの場合に劣り，それに伴って初期生育も劣っ

た。移植直後の苗の発根数は,苗地上部の炭水化物含有率と密接な関係を示したことから，蒸散抑

制処理は同時に光合成作用を抑制した結果,苗体内の炭水化物含有率が低下して，発根が劣ったも

のと推定された。　　　　　　　　　　　　　　　　　　。’

　以上の結果は,前轍20）において，苗の損傷部位と程度を異にする苗を用いて明らかにした結果と

同様に,苗の活着には移植直後の苗体内の炭水化物含有量の多少が密接に関係していることを示し

ており，苗への蒸散抑制剤処理や移植後の深水管理による植傷み軽減は必ずしも活着および初期生

育の促進につながらないものと考えられた。そして,本実験において,植傷みの軽減と平行して発

根が促進されたのは,全根剪除苗の水深10Cm区で，この場合には処理によって移植直後の苗体内の

炭水化物含有量が水深10em以下および以上の区にくらべて増加した。
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